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はじめに

この報告書は、平成１９年度に実施した宇宙用部品連絡会（以下、「連絡会」という）の開催結果についてまと

めたものである。

宇宙用部品連絡会は、部品メーカ、システムメーカ、JAXAなど宇宙用部品コミュニティ関係者の間で宇宙用

部品に関する情報を共有し、部品の安定供給、品質の確保などを図ることを目的に、平成１８年１月から四半期に

１回程度のペースで定期的に開催している。連絡会で提供された情報は、特に問題のない範囲で海外の JAXA

部品データベース・ユーザにも提供し、ギブ・アンド・テイクの関係推進に役立てられている。

１．連絡会の概要

宇宙用部品連絡会は、部品メーカ、システムメーカ、JAXAなど宇宙用部品コミュニティ関係者の情報共有の

場として、部品の安定供給、品質の確保などを議論するために、部品・材料・機構技術グループが開催してい

る。参加は自由である。提供する情報は強制力を持っていない。不具合情報などで処置の必要なものは、安全・

信頼性推進部が信頼性技術情報として流す。

平成１８年１月２３日に第１回目の連絡会を開催して以来、平成１９年１月２９日で第８回を数える。

宇宙用部品データベース（http://eeepitnl.tksc.jaxa.jp/jp/event/P_Meeting/P_Meeting.htm）を通じで会議資料を事前

に掲載したり、WebExと TV会議システムを利用したりするなどして遠隔地会議の運営を円滑に進めている。

連絡会では、これまでに部品戦略の検討状況、重要部品の認定／開発状況、国内外の部品情報、JAXA認定部

品の管理状況、不具合や部品調達上の問題などに関する報告が行われ、活発な議論が展開されている。

２．開催結果

本年度に開催された第６回から第８回までの連絡会の内容を次に示す。

２．１ 第６回連絡会

第６回連絡会は、次の日程及びプログラムで実施した。合計６２名（うち、部品メーカ及びユーザから４３名）の

参加が得られた。発表資料については、付録 Aを参照のこと。

a） 日時：平成１９年６月４日（月） １４：３０～１８：００

b） 場所：東京会場；JAXA東京事務所２F第１、２会議室

筑波会場；JAXA／TKSC総合開発推進棟 ２F 中会議室 b

c） プログラム

１）開会の挨拶

２）部品ユーザからの情報（不具合、調達上の問題など）

・CMSE（３月開催）報告

・G−１２／G−１１（５月開催）報告

３）部品メーカからの情報（不具合、調達上の問題など）

・JAE製コネクタ（ND１０１）用コンタクト圧着時クラックについて

４）関連部門からの情報

・鉛フリー関連について

・次期固体ロケットの部品プログラムについて
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５）SPWG（５月開催）報告

６）G−１２／G−１１（５月開催）報告（マイクロセミ供給事情、RGA、鉛フリー他）

７）重要部品の認定進捗状況

・重要部品の開発状況について

・パワーMOSFET シングルイベント耐性評価試験結果（速報）

８）QPL／QML部品認定管理

・日本マルコ／ITTキャノン µD−subコネクタの認定計画

・日立化成／MELCO／NTS PWB鉛フリー化の調査・評価状況

・村田製作所 コンデンサ HSD品 再認定試験状況＆供給スケジュール

・立山科学工業 チップ抵抗器の認定計画

９）海外部品情報

・JAXA−CNESミーティング報告

・SCSB他

１０）行事紹介（主任検査員研修、MEWS）

１１）今年度の連絡会開催予定

１２）閉会

２．１．１ CMSE（３月開催）報告

（質問） GEIA−STD−０００５−２では、具体的にどのようなリスク対策が述べられているか？

（回答） すずウィスカを緩和するには無光沢すずが良い。電極間距離は２５０µm以上保する。コンフォーマ

ルコーティング材料はパリレンが良いが、硬いので使用しにくい。すずウィスカはコンフォーマル

コーティングを突き破るが、折れない。ウェブ上から関連資料をダウンロードすることができる。

（質問） VITA５１はMIL−HDBK−２１７を補完するものとして、いつ頃発効されるのか？

（回答） 公開は未定

２．１．２ JAE製コネクタ（ND１０１）用コンタクト圧着時クラックについて

（補足） 不具合の原因は、２日間に渡る作業で２日目の設備設定がなされていなかったためである。作業再

開時にはその都度、必ず再設定を行うことが対策として講じられ、それが手順書に反映されている

ことを確認した。

工程改善状況のフォローアップとして、しばらくの間、検査データを JAXAがモニタしていく。

近日中に安信部からプリアラートとして情報を展開する。

２．１．３ 鉛フリー関連について

・鉛フリーはんだで FR−４材のランドリフティング現象が見られた。

（質問） 鉛フリー部品を SnPbはんだで実装する際の信頼性とは？

（回答） 純すず仕上げ品を共晶はんだで手はんだ付けしても、ウィスカを抑制することはできなかった。

２．１．４ 次期固体ロケットの部品プログラムについて

・打ち上げ目標は FY２２に設定した。現在、予備設計のフェーズにある。
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・部品の標準化を進める。

・H−ⅡA及びΜ−Ⅴの実績から部品選定標準を作成した。能動部品では H−ⅡAより部品の品質保証クラスを

下げ、受動部品では H−ⅡAのものと同等以上とする。国産品優先で使用する。

・資料は出席者への限定配付であり、取扱いには注意すること。

（質問） 能動部品の品質保証レベルを H−ⅡAより下げた根拠は？

（回答） H−ⅡA及びΜ−Ⅴの実績から、アップスクリーニングしても効果が薄かったため。

ただし、中空部品に対して PINDは要求する。

２．１．５ SPWG（５月開催）報告

（補足） M１９５００／４７７ダイオードの入手性に関し、Semtech社の情報では６／１１の週に工場審査があるとの

ことなので、クラス S品の認定取得は資料の掲載日より遅れる。

NASA新技術導入ワークショップ関連の資料は、ウェブからダウンロード可能である。入手を希望される方は

JAXAまで。

偽造品に関する報告資料は、流通ルートの部分を修正して DBに掲載する。

２．１．６ G−１２／G−１１（５月開催）報告（マイクロセミ供給事情、RGA、鉛フリー他）

（質問） リレーのアラート情報について、詳細を教えて欲しい。

（回答） 詳細な情報を入手次第、情報を展開する。

２．１．７ 重要部品の認定進捗状況

a）FPGA／ASIC

FY１９に HBDの設計検証及びメモリデバイスの耐放射線性を確認し、FY２０にチップ設計を行う。

b）POLタイプ DC／DCコンバータ

FY１８の開発評価では効率９５％を達成したが、保護回路で SEBによる誤動作と調達性に問題があることがわ

かった。FY１９では TID試験に合格（目標達成）する見込み。

c）バースト SRAM

２００７年１２月末に開発が完了する予定。

d）パワーMOSFET／SMD

２００７年１０月末に開発が完了する予定。８９Yによる放射線照射試験では、定格条件で IGSが規格外れとなっ

たが、ディレーティング（７５％）を考慮すると合格となった。１３６Xeによる放射線照射試験でも定格条件で IGS

が規格外れとなった。

現在、SEGRの耐性強化を検討している。軽微な変更として処理できる。

（要望） 関連ユーザを交えて詳細な報告会を開催して欲しい。

（回答） 折を見て報告会を設定し、重要部品の開発状況を報告する。

（その他） 追加の資料は修正を加えて DBに掲載する。

２．１．８ QPL／QML部品認定管理

a）日立化成／MELCO／NTS PWB鉛フリー化の調査・評価状況
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実装端子の引き剥がし強度試験で、ENEPIGEGが他の処理に比べて強度が弱く、破壊モードも“はんだ－

リード間の破断”となっている。今年度、この解析を予定の評価試験に加えて実施する。

b）村田製作所 コンデンサ HSD品 再認定試験状況＆供給スケジュール

（意見） はんだ盛量を制約すると、現場で当該コンデンサを使用したがらない雰囲気が出るので、その辺り

も考慮して試験して欲しい。

（回答） 従来の規定どおりで問題ないよう解決を図っていく。

（要望） 村田 SSは、故障率水準 Sを満足しているデータを他の会議などで報告されている。ADSに記載の

データを S水準のものに改訂して欲しい。

（回答） データを改訂する方向でメーカと調整する。

c）立山科学工業 チップ抵抗器の認定計画

１６０８から５０２５サイズまでの厚膜チップ抵抗器を認定の範囲としている。端子の仕上げは Sn９０Pb１０のはんだ

めっきであるが、実力値は Pbが８～１０％である。環境上、鉛は排出させないシステム（Closed）になってい

る。

（質問） 故障率は？

（回答） 故障率は計算していない。実績として、これまでプロジェクト品として出荷してきたが、重要な故

障は報告されていない。

２．１．９ 海外部品情報

・JAXA−ESA協力協定を６／１９締結する予定である。これを受けて JAXA内にサポート体制を構築してい

く。

・STM社で現在１N５８０１、１N５８１１ダイオードの QTを実施中であり、２００８年２月に完了する予定である。

・CNESからアラート情報が入手可能になった。展開方法などは安信部と調整して決定する。非公開情報とし

て扱う。

２．２ 第７回連絡会

第７回連絡会は、次の日程プログラムで実施した。合計４９名（うち、部品メーカ及びユーザから３２名）の参加

が得られた。発表資料については、付録 Bを参照のこと。

a）日時：平成１９年１０月１２日（金） １４：３０～１７：３０

b）場所：東京会場；JAXA東京事務所２F 第１，２，３会議室

筑波会場；JAXA／TKSC総合開発推進棟１F 小会議室

c）プログラム

１）開会の挨拶

２）部品ユーザからの情報（不具合、調達上の問題など）

３）JAXAプロジェクトからの情報

４）G１２／１１（９月開催）報告

５）重要部品の認定進捗状況

６）QPL／QML部品認定状況

７）評価試験状況

８）海外部品情報

９）仕様書レビュー仕組みの立上げ
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１０）行事紹介（第２１回主任検査員研修、MEWS２０th）

１１）A／Iの確認、その他

２．２．１ 開会挨拶

２．２．２ 部品ユーザからの情報（不具合、調達上の問題など）

a）NTS

・先日、NASAとミーティングを実施した。EEPROMは通常１回書込みが常識とされているが、NASAでは

２回書込みを推奨していた。これは、メーカに直接アプローチしないと得られない情報である。このような

情報の収集は、ユーザだけでは限界があるので、JAXAのサポートをお願いしたい。

・MSC社製ダイオードの供給量不足の影響でプロジェクト（GCOM）のスケジュールに影響が出ている。特

に、ツェナーダイオードはシングルソースのため、納期が１５ヶ月と言われている。対策としては、民生品を

アップグレードする、整流ダイオードをスクリーニングして転用するなどのアプローチが考えられる。

b）MELCO

・サーミスタの Pb含有量規格外れに関するアラートが２回発行されている。

・MELCOが G−１２委員会の正規会員になった。９月の G−１２会議で、パッケージ内の異物混入不具合をゼロに

する提案を行う予定であったが、セッションが開催されず、目的は達成できていない。次回、オールジャパ

ンとして提案を行いたい。具体的には、PIND試験の試験回数を通常の規定回数（最大５回）にもう１回加

え、不良率を１％から０％に変更する。

・ハーメチックシール部の金属片混入や内部リードのはんだ付け不良など、相変わらず輸入品に不具合が多

い。受入検査を強化する必要がある。

・JAXAコメント：あるプロジェクトから Pbフリーの検査を実施しているか質問を受けた。実態は、実施さ

れていない。分析装置の所有、試験方法の確立など、日本として対応を検討していく必要がある。

c）MPC

・Intersil社製品の製造中止が進んでいる。代替品としては、STM社製品、TI社製品などがある。

・あるメーカ３社の製品について、機会があり RGAを実施したところ、内部水蒸気量の測定値に各社でバラ

ツキが見られた。検査費用が高いほど、データの信憑性も高いように見受けられた。取得したデータについ

てメーカに問い合わせ、工程の健全性を確認された方が良い。

・開放形のトランス・コイルで、あるプロジェクトからバーンインの不足を指摘された。MIL−T−３９０１３から

MIL−T−２７に移行した際に、特定レベルのものに限定して要求されるようになった。対応する JAXA−QTS−

２１１０付則 Aには、バーンインの要求はない。無条件にMIL規格と合わせ入れるのではなく、本当に必要か

どうか十分に吟味した上で反映して欲しい。

・品質確認試験（QCI）の費用は、認定有効期間内で最初の発注者が負担する。同一部品を調達したはずなの

に、発注時期が異なっていると、プロジェクトによって機器の価格が変動するという事態が発生する。

・JAXAコメント：MIL仕様書や ESA仕様書をレビューする仕組みの構築を検討していきたい。QCI費用の

負担については、JAXA側で負担できるかどうか審議中であるので、様子を見守って欲しい。

２．２．３ JAXAプロジェクトからの情報

２．２．３．１ EEE部品プログラム標準改定状況

・この標準の改定に向けてワーキンググループを立ち上げた。今年度、会合を３回予定している。平成２０年度
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の改定を目標にしている。

・検討されている内容は、次のとおり。

① 部品プログラムの設定に関する統一基準の設定

② 品質保証レベルにクラスⅢのカテゴリを追加

③ 「供給業者等」の定義の明確化

④ 調達文書の作成及び適用の明文化、など

２．２．３．２ FIDESについて

・NTSからの勉強会の提案を受けて、まず、この標準の内容調査から着手する。概要などを連絡会で報告し

ていく。

・第２０回MEWSワークショップで、フランス側の作成担当からこの中身について報告していただく予定であ

る。

２．２．４ G１２／１１（９月開催）報告

・９月に開催された G−１２／G−１１会議の内容について報告が行われた。

・米国における鉛フリー化への対応及び取組み状況、内部水蒸気量及びリーク率の基準見直し案、ロット一様

性の確保に係る規定の見直し案、信頼度予測標準の検討状況、受動部品の動向、アラート情報などが報告さ

れた。

２．２．５ 重要部品の認定進捗状況

２．２．５．１ バースト SRAM

・積層モジュールの検討を進め、上段チップにラッチアップ対策を追加した。７月にコンフィギュレーション

が完成した。

・QT移行前審査会をクリアし、QTサンプルの製造を終え、現在スクリーニング中。

・３月末、認定完了予定。

２．２．５．２ パワーMOSFET ５００V品、SMD品

・SMD品は、現在 QT中である。QTは１０月に完了し、１２月での認定を目指している。試験は、MIL−PRF−１９５００

に従って実施している。製品は、SEE耐性を確認できたものを使用する。

・５００V品は、現在ウェハプロセス中である。１１月中旬からスクリーニング及び QTを実施する。３月末での

認定を目標に作業を進めている。

２．２．５．３ DC／DCコンバータ

・５０V品は６／２９に認定された。耐衝撃性を現状の１００g’sから２，０００g’s（目標）に向上させるための検討を

行っている。

・POLタイプは、２００９年度に QTを予定している。

・JAXAコメント：耐衝撃性向上の実現には、技術的な課題があるのではないか？ESAにもサンプルを提供

し、コメントとして耐衝撃性を上げて欲しいという要望を受けている。
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２．２．６ QPL／QML部品認定状況

２．２．６．１ セラミックコンデンサ HSD品再認定試験状況＆供給スケジュール

・HSD品の再認定試験において、「熱衝撃及び浸せきサイクル」で不合格となった。

・不具合解析の結果、はんだ盛量が不適切であることが判明した。数値解析では、はんだ盛量が多くなると応

力も大きくなり、１５０MPaでクラックが発生した。

・はんだ盛量（フィレット高さ）をコントロールした条件と熱衝撃の温度差を緩和した条件で再試験を実施し

た。両者とも合格であった。

・熱衝撃の試験条件を－５５℃～＋１２５℃に緩和した場合、フィレットの高さはどこまでなら耐えられるか、又

はどのくらいの応力までなら耐えられるかを確認する必要がある。

・A／I：基板取付けに Ag入りはんだを使用しているが、Agなしはんだでも問題ないか確認する。

２．２．６．２ マイクロミニチュアコネクタ（ITTキャノン／日本マルコ）認定状況

＜日本マルコ＞

・９／１４に認定試験申請書が承認され、QTがスタートしている。３月末の認定取得を目標としている。

・日本マルコは、MDMコネクタ、丸形コネクタなどの防衛庁認定を取得している。システム小型化のニーズ

に応えてMDMコネクタの認定を進めている。プロジェクトでの実績もある。

・コンタクトの残留磁気が不合格となった。規格値の妥当性を確認中である。本件に関して何かコメントがあ

れば、JAXA松岡氏まで連絡すること。

・コメント：残留磁気の要求は、静止衛星の磁気による影響を考慮し、NASA／GSFCのスペックを参考にし

ている。使用数量に応じて影響度を評価する必要がある。

NTスペースでは、特別仕様の当該コネクタの使用実績がある。

・メーカコメント：アクセサリはステンレス（強磁性体）を使用しているが、非磁性材料への変更対応は可能

である。

＜ITTキャノン＞

・QTは来年の４月からスタートする。

２．２．６．３ 厚膜チップ抵抗器（立山科学工業）の認定

・９／２０に認定を取得した。はんだめっき品である。めっきは社内で行っている。

・故障率は S水準を満足する。

・１９９４年以来、プロジェクト品を供給しているが、クレームは１件もない。

２．２．７ 評価試験状況

２．２．７．１ FPGA（RTAX２０００）の評価試験状況

・MECダイの不具合があり、RTAX２０００シリーズが登場したが、当時、信頼性データがなかったため、部品

グループとしては当該製品の使用を推奨しなかった。

・この評価試験では、GPM／DPRプロジェクト及び QZSSプロジェクトで使用する実動作回路を使って、ス

クリーニング及び寿命試験でのファンクション、DC特性、デルタ判定及び Fmaxを評価した。

・スクリーニングは合格した。定常寿命試験は１，０００時間終了しているが、変化は少なく安定している。

・JAXAコメント：今回の結果から使用できる部品と判明したが、引き続き注意して欲しい。Actel社からの

プロセス変更通知（PCN）にも注意して欲しい。

今回の成果として試験できる環境が整ったので、別プロジェクトで使用する（使用条件が異なる）場合は、

平成１９年度 宇宙用部品連絡会 会議報告 7

／★ＪＡＸＡ　ＳＰ＆ＲＲ／ＪＡＸＡ　ＳＰ‐０７‐０１１／本文／１－１５  2008.07.15 08.41.59  Page 7 

This document is provided by JAXA.



プロジェクトでリスクとコストのトレードオフを実施して、必要であれば評価試験を実施する。

ダイナミックバーンインは、クリティカルなプロジェクトに対して要求していく。

２．２．８ 海外部品情報

２．２．８．１ CNES−ESA−DLRテレコン及び NEPAGテレコン報告

・SOIベース FPGAの開発を CNES、Atmel、JAXA、OKI、HIRECが共同で実施している。現在、耐放射線性

を評価している。来年３月に契約が締結される予定。スピーディに開発を進める。状況は定期的に報告す

る。

・JAXA－ESA協力協定が６／１９に締結された。

・ECIフェーズⅠ対象品目の大半が、２００７年度中に開発を完了する。

・CNESとアラート情報を交換できる枠組みができた。入手したアラート情報は次のとおり。

① A／Dコンバータに偽造品

② IR社製 LCC１８パッケージ品のサイドウォールにクラック（LDC：０４１１～０７１０）

③ ITTキャノン社製コネクタの表示変更

④ アナログデバイス社製６in．ウェハの放射線耐性に問題 →問題ない従来品の４in．ウェハはまだ在庫

がある。購入する際は、放射線保証要求を具体的に指定すること。

⑤ MSC社製ダイオードには品質改善点が多くあるとのレポートを受けているので、調達時には十分確認

すること。

・コメント：海外情報は入手しにくいので、連絡会や DBなどで配信して欲しい。

・JAXAコメント：アドバイザリ／アラート情報を分析できる機能を持ちたい。部品メーカからの情報入手方

法などについては、別途、検討していく。

２．２．９ 仕様書レビュー仕組みの立上げ

・QTSには、技術の進歩、海外の動向などに合わせ、All－Japanの意見を反映させる。

・現状、改訂作業は閉鎖的に行われている。

・DBを利用してドラフトを掲載し、コメントを吸い上げる。ドラフト公開から制定までは、４ヶ月間を見込

んでいる。次回の連絡会（１／２９）から運用を開始したい。

・委員はメーカ、ユーザ、JAXA及び有識者とし、ボランティアベースとしたい。

・この提案に対するコメントがあれば、１１月中旬までに JAXA松岡氏まで送付すること。

２．２．１０ 行事紹介（第２１回主任検査員研修、MEWS２０th）

＜第２０回MEWSワークショップ＞

・１０月２９日～３０日にエポカルつくばで開催される。仏国防省から FIDESの紹介が行われる。また、日産自動

車から品質への取組みを紹介していただく予定である。

＜第２１回主任検査員研修＞

・１２月２０日～２１日に筑波宇宙センターで開催される。

２．２．１１ A／Iの確認、その他

・前回までの A／Iの処置状況と今回設定された A／Iの確認が行われた。

・配付資料には、外為法に抵触する可能性のある技術情報など、取扱いに注意を要する内容が含まれる場合が

あるため、「開示制限情報」として扱うことにした。IDとパスワードにより管理する。
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２．２．１２ 閉会挨拶

２．３ 第８回連絡会

第８回連絡会は、次の日程プログラムで実施した。合計４９名（うち、部品メーカ及びユーザから３４名）の参加

が得られた。発表資料については、付録 Cを参照のこと。

a）日時：平成２０年１月２９日（火） １４：３０～１７：３０

b）場所：東京会場；JAXA東京事務所２F 第１，２，３会議室

筑波会場；JAXA／TKSC総合開発推進棟１F 小会議室

c）プログラム

１）開会の挨拶

２）部品ユーザからの情報（不具合、調達上の問題など）

３）JAXAプロジェクトからの情報

４）G１２／１１（１月開催）報告

５）重要部品の認定進捗状況

６）QPL／QML部品認定状況

７）海外部品情報

８）JAXA−QTS仕様書レビューの仕組みについて

９）行事紹介（第２１回主任検査員研修、MEWS２１、RASEDA、TRISMAC ２００８他）

１０）前回の A／Iに対する処置事項

１１）平成２０年度開催予定

１２）閉会の挨拶

２．３．１ 開会の挨拶

JAXA内に宇宙用部品総合対策検討チームを設置し、宇宙用部品を安定的に確保するための対策を検討してい

たが、先日、その結果が次の５つの方針としてまとめられた。

① 戦略部品の国産化（重要部品の開発を強力に推進）

ニーズに合ったものを確実かつスピーディに開発する。

② セカンドソースの確保

ESAとの部品協力協定に基づいて分担を決め、開発、利用など相互補完を図る。

③ スマートバイの促進

米国からの部品調達において高い品質を確保するために、DPAや PINDなどのデータの共有、ベンダー

サーベイ能力の向上などを図る。

④ JAXA認定部品のうち、汎用受動部品の品質・信頼性の維持（QCI費用の負担など）

⑤ 先行的技術（ナノ＆MEMSテクノロジー）開発の実施

２．３．２ 部品ユーザからの情報（不具合、調達上の問題など）

２．３．２．１ NTS

・鉛フリー化に伴う PWB表面処理方法の変更評価として、ENIGと ENEPIGEGについて、繰り返しはんだ付

け（手はんだ付けで最大５回）による影響を評価している。従来のはんだコートと比べて、はんだフィレッ

トは光沢がなく、柚子肌状になっていた。

・１N５８１１，１N５８０６ダイオードの入手性が問題になっているが、STM社でセラミックパッケージの類似品
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（SMD）が開発されており、３月開発が完了し ESCC認定品となる予定との情報を入手した。Galileoプロ

ジェクトで適用が承認されているようである。特性はほぼ同じであるが、１N５８０６は１N５８１１と同じパッケー

ジを使用しているため、MIL品より外形寸法が大きくなっている。今年中に完全コンパチの製品がリリー

スされる予定。

・JAXAコメント：当該ダイオードの開発は CNESが担当しているが、先日行われた ESAとの会合で JAXA

側から CNES側に本件に関する後押しを要請した。

２．３．２．２ MELCO

・MSC社は、１N５８０６，１N５８０６USダイオードの JANS品の製造をスコッツデール工場からアイルランド工場

に移管する予定である。ローレンス工場で１N５８１１，１N５８１１USダイオードの JANS品（カテゴリ１＊１）が

認定された。

・Semtech社が１N５８１１ダイオードで JANSの認定を取得した。USタイプについては JANTXV品しかないの

で、そのアップスクリーニングを実施したところ、素子が傾いて取り付けられていることが判明した。Sem-

tech社に工程改善を要求し、是正処置が行われた。

・Kemet社製タンタルコンデンサに異常品が多発した。

・Vishay社製M５５３４２チップ抵抗器で、フローはんだ付けした際にオープン故障が発生した。受動部品につい

ては、国産化していきたい。

・JAXAコメント：宇宙用部品総合対策の１つの柱であるスマートバイの促進として、輸入部品の品質やベン

ダーの評価を実施する必要があれば、来年度のプログラムに入れたい。米国とか ESAが認定したから無条

件に良いという訳ではなく、MIL品から ESA品に転換する際は慎重に評価して進めたい。懸念事項などが

あれば、JAXAまで相談して欲しい。

２．３．３ JAXAプロジェクトからの情報

報告事項なし。

２．３．４ G１２／１１（１月開催）報告

１月に開催された G−１２／G−１１会議の内容について報告が行われた。

米国における鉛フリー化への対応及び取組み状況、偽造品被害の事例紹介、MIL−PRF−３８５３４素子評価要求の

見直し状況、受動部品の動向、NASAの活動状況、MIL仕様書の改定状況、アラート情報などが報告された。

会議で報告されるアラート情報は、担当者が GIDEPアラートを調べサマリー化した形で報告される。GIDEP

アラートの様式が配付された場合は、報告終了後、回収される。アラート情報には部品メーカ名まで含まれてい

る。

２．３．５ 重要部品の認定進捗状況

２．３．５．１ パワーMOSFET ５００V品、SMD品

・SMD品及び５００V品は、今年度中に QTを完了する予定である。

・非活性部を改良して SEGR耐性を向上させた。改良品は VGS＝－７．５Vまで故障は見られなかった。ただ

し、５００V品については、オリジナル版がもともと非常に良い SEGR耐性を示しており、改良の効果は見ら

＊１ MIL－PRF－１９５００Nの A．３．１９．３項参照。GBA－９９０１０Cに規定された品質レベル「クラスⅠ」の設計及び構

造はメタロジカルボンド構造でなければならない。
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れていない。今後、この改良品を認定する予定である。

・STM社でも類似品の開発を行っているが、部品協力協定の枠内で補完し合う関係にある。STM社は既に要

求性能を満足できないことを表明しており、JAXA側がどこまでラインナップを揃えられるかが課題であ

る。

２．３．５．２ SOI／FPGA

・０．１５µm CMOS／SOI及び HBD技術により放射線耐性を強化している。

・SRAMタイプの３６０kG FPGAの開発に着手した。JAXA／HIRECは FPGA＋EEPROMの１パッケージ品を、

CNES／ATMELは FPGAシングルチップ品の開発を担当することで基本合意に達した。耐放射線性の設計

検証を２００８年３月までに、QTを２００９年６月までに完了させる予定である。

・ASICのライブラリ開発は、ロジック系を対象としている。

２．３．５．３ DC／DCコンバータ

・耐衝撃性を２，０００g’sまで向上させることを目標に評価試験を実施している。衝撃試験後にフェライトコアの

インダクタンス測定と外観検査を実施して判定を行った結果、Z軸（リード線）方向では７００g’sから１，８００

g’sに、X軸方向では２，０００g’sに耐性が向上した。

・POLタイプについては、現在、コントロール ICの開発を行っている。民生デバイスの TID評価が完了し、

耐放射線性保証に必要な技術を抽出した。

２．３．６ QPL／QML部品認定状況

２．３．６．１ QML移行関連

a）遮断弁（IHIエアロスペース）QML化

QPL品の最終受注期限が平成２０年２月２９日となっている。３月末 QML認定への移行完了を目標に現在、作

業が進められている。

b）プリント配線板（山梨アビオニクス）QML化

QPLと QMLの両方の認定を取得している２品種については QPL認定を辞退し、残りの２品種については

QML認定に移行することで、全品種が QMLに一本化される。３月上旬から QML品での受注を目指し、移行

作業を実施している。

２．３．６．２ 新規認定関連

a）マイクロミニチュアコネクタ（ITTキャノン／日本マルコ）QML初期認定状況

日本マルコについては、スケジュールが若干遅れているものの、当初の予定どおり３月末の認定取得に向

け、認定試験が行われている。現在、塩水噴霧、耐油性、アウトガス及び温度寿命試験を実施中であるが、そ

れ以外の試験は問題なく終了している。残留磁気については、実測値を ADSに記載することで対応する。

ITTキャノンについては、設計作業の遅れによりスケジュールが２ヶ月ほど遅延している。認定試験は、６

月スタートの予定である。

ユーザコメント：NTスペースでは、日本マルコ、ITTキャノン両者のMDMコネクタをプロジェクト品と

して従来から使用しているが、認定品として使用するかは、品質とコストのトレードオフにより決めたい。

ユーザコメント：MELCOでは、今使っているものを変更するのは大変なので、今後の新規開発品から考え

たい。
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b）抵抗器（北陸電気）新規 QML認定

北陸電気工業は、耐硫化性と耐サージ性をもつ１６０８～５０２５サイズのチップ抵抗器（２～１MΩ）及びゼロオー

ム抵抗器の認定を希望している。２００９年３月の認定取得を目標としている。

コメント（立山科学工業）：チップ抵抗器の認定を９月に取得した。これまでのところ、特に問題は発生し

ていない。出荷数も安定している。今後も品質の維持に努め、宇宙開発に貢献したい。

２．３．６．３ QML再認定関連

a）プリント配線板認定範囲の拡張（田中貴金属工業／山梨アビオニクス）

小型電源開発用基板のニーズがあり、２社が従来の認定範囲を拡張する形で対応した。電流容量及び放熱性

を上げるため、内層導体厚は１０５µmで供給する。回路密度（配線自由度）を上げるため、層数は最大１２層、

構造は IVHで１０層、SVHで６層まで拡張された。設計時には、認定の範囲及び ADSを十分確認して欲しい。

２．３．６．４ 材料評価関連

a）ディスクリートワイヤ配線板 鉛フリー対応にかかる表面処理評価状況

日立化成工業は、RoHS対応により２００８年３月で、はんだ仕上げ品の製造を終了する。現在、当該品の最終

受注案内中である。表面処理の代替候補として、ENIGと ENEPIGEGの接続信頼性を評価している。評価に

は、部品メーカの他に、NTスペース及びMELCOが参画している。温度サイクル、繰り返しはんだ付け、長

期保管、振動などによる影響について試験を実施中である。

部品メーカが実施した評価試験の結果では、リフロー後の QFPリード引き剥がし強度が、従来のはんだコー

トと比較して若干低下していた。一方、BGAはんだボールのシェア強度は、同等以上であった。今後、残り

の試験の結果を基に評価を行い、接続信頼性に問題がなければ、再認定したいと考えている。

メーカコメント：QFPリードの材質は４２Alloyである。QFPリードの引き剥がし強度の低下については、問

題ないレベルと考えている。

JAXAコメント：部品メーカとユーザでの試験結果を付け合わせ、コンセンサスを得たい。再認定されれ

ば、基本的には、調達後にユーザ側で再評価する必要はないと考えている。ブラックパッドの有無を評価する

には、BGAはんだボールを１００mm/s以上のシェア速度で試験したり、１，５００g’sの衝撃試験を実施したりする

必要があると考えている。ユーザ側で１年半の長期保管試験が計画されているが、現在試験している項目以外

に気になる点があれば教えて欲しい。

２．３．７ 海外部品情報

２．３．７．１ JAXA−CNESミーティング、NEPAGテレコン報告

・ECIフェーズⅡ移行に当たり、３月中までにソースの状況を踏まえ、スケジュール、仕様などを日本側でレ

ビューする。

・パワーMOSFET及び DC／DCコンバータの EPPL登録に向け調整している。ベンチマークとして DC／DC

コンバータからスタートしたが、パワーMOSFETのニーズが強まり、追加された。MPUやバースト SRAM

など、特にパッケージングに興味を示してきている。

・RF部品を中心に ESA側から開発分担を要請してきているが、ポリシーについてシステムメーカとすり合わ

せを行いたい。

・ESCCの正規会員登録を打診されている。正規会員になるには、体制作りなどが必要となるため、現在３ヶ

月間の猶予をもらい、必要性を検討している。

・ISTFA２００７に参加した。故障解析に関する最新技術動向を知ることができた。残念ながら、日本側からの発
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表はなかった。この会議の一環で、故障解析業者、部品メーカ、システムメーカ、HSDサービス業者など

を訪問した。有意義なシンポジウムなので、次回、積極的な参加及び発表をお願いしたい。

・National Semiconductor社から５４ACシリーズの最終受注案内が出されている。受注期限は２００８年１２月である。

・MAFA会議の報告など、その他の詳細は付録 Cの連絡会資料を参照のこと。

２．３．７．２ SCSB出席報告

・SCSBは欧州における部品戦略を検討する委員会で、JAXAは２００７年１月からオブザーバとして出席してい

る。議題、トピックスについては、付録 Cの連絡会資料を参照のこと。

・CNESは仕様書の維持管理を任されているが、リソース不足のため、COTS選定標準の制定作業が遅延して

いる。

・鉛フリー品を扱うためのツールの整備が急務である。宇宙用としては、鉛フリーの適用は認めない。CNES

は仏国内で継続的にすず－鉛品を供給できるソースを確保している。

・次回 SCSBは、２００８年２月２８日に ESA／ESTECで開催される。

２．３．８ JAXA−QTS仕様書レビューの仕組みについて

宇宙用部品データベース（DB）に「仕様書レビュー」というメニューを設けた。そこに QTSのドラフトを掲

載後、JAXA側で選定した有識者（委員）にその旨を通知する。委員は、コメントをメールするか、又はダウン

ロードしたドラフトに直接、修正内容を書き込んだものをメールに添付して返送する。その他、MIL仕様書や

ECSS仕様書の制改定状況も DBに掲載する。委員以外でも「仕様書レビュー」のWindowはアクセス可能なの

で、コメントがあればメールで送付して欲しい。

アクセス方法についてのデモンストレーションが行われた。IC、太陽電池セルなど外為法規制対象品の仕様書

については、ID／PSWDによるアクセス管理を行っている。ユーザ登録を行うことで誰でも見ることができる。

なお、海外ユーザへの仕様書公開にあたり、DB閲覧登録申請者の身元を事前に提示させ、JAXAが経産省か

ら一般包括許可を受けた条件と照合して公開可能であることを確認した後に、ID／PSWDを発行している。

現在、JAXA－QTS－２０３０C版の改訂案を掲載している。海外市場への製品供給を考慮してMIL－PRF－１９５００

Nとの整合を図った。このドラフトに対するコメントをお願いする。

ユーザコメント：比較表の作成など、レビューし易い環境を作って欲しい。（A／I）

ユーザ質問：当初の JAXA規格は、日本の実情を考慮して工程管理を重視し、試料数を減らす方針だったと

思うが、MIL規格に逆戻りするのか？

JAXA回答：パワーMOSFETについては、MIL規格に準拠する。出荷数を増やすことでユーザからの要望に

対応する。現に、海外から引き合いがあり、IR社と同じスペックで供給して欲しいと言われている。コストに

ついては調整中であるが、日本国内のユーザにとってもメリットがあるように、ロットの構成をどうするか検討

している。

２．３．９ 行事紹介（第２１回主任検査員研修、MEWS２１、RASEDA、TRISMAC ２００８他）

a）２０th MEWS報告

平成１９年１０月２９日～３０日につくば国際会議場でMEWSワークショップが開催された。皆様のお陰で成功

裏に終えることができた。

b）第２１回 JAXA認定部品主任検査員研修

平成１９年１２月２０日に JAXA／TKSCで主任検査員研修を実施した。当初２日間の予定を１日間に短縮し

た。開催時期については、年末年始を避けて欲しいという意見があるので、次回に反映したい。
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c）２１st MEWS案内

平成２０年１０月６日～７日につくば国際会議場で開催される。

d）RASEDA案内

平成２０年１２月１５日～１７日につくば国際会議場で開催される。

e）TRISMAC ２００８案内

平成２０年４月１４日～１６日に ESA／ESTECで開催される。

２．３．１０ 前回の A／Iに対する処置事項

前回までの A／Iの処置状況が報告された（３件中クローズ２件、オープン１件）。

２．３．１１ 閉会挨拶

ESAと足並みを揃えるため、JAXAとメーカが一体になってコミュニケーションを計り推進する必要がある。

ご協力をお願いする。

３．まとめ

この報告書では、平成１９年度に実施した第６回から第８回の宇宙用部品連絡会の開催結果について報告した。

連絡会は、回を重ねるごとに JAXA側だけでなく、ユーザからも積極的に報告されるようになり、活発な意見

交換が行われるようになった。全体としては JAXAからの報告が主体となり、メーカからの意見などが少ない

傾向にある。メーカからより多くの意見を吸い上げるためにも、意見及び情報が出やすいような場を設定してい

くことが、今後の課題の１つである。今後も、国内外を問わず必要と思われる情報及び意見の交換をタイムリー

に実施していき、宇宙市場の活性化を図って行きたい。

４．略語表

略語表（１／２）

ADS

ASIC

BGA

CNES

DLR

DPA

ECI

ECSS

EEE

EEPROM

ENIC

ENEPIGEG

EPPL

ESA／ESTEC

FET

FPGA

GCOM

Application Data Sheet

Application Specific Integrated Circuit

Ball Grid Array

Centre National d’Etudes Spatiales

Deutsches Zentrum fur Luft− und Raumfahrt

Destructive Physical Analysis

External Call Interface

European Cooperation for Space Standardization

Electrical, Electronic, and Electromechanical

Electrically Erasable and Programmable Read Only Memory

Electroless Nickel/Immersion Gold

Electroless Nickel/Electroless Palladium/Immersion Gold/Electroless Gold

European Preferred Parts List

European Space Agency / European Space Research and Technology Centre

Field Effect Transistor

Field Programmable Gate Array

Global Change Observation Mission
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GIDEP

GPM／DPR

GSFC

HBD

HSD

ISTFA
JAXA

MELCO

MEMS

MEWS

MOSFET

MPC

MPU

NASA

NEPAG

NTS

PIND

POL

PWB

QML

QPL

QT

QZSS

RASEDA

RGA

RoHS

SCSB

SEE

SEGR

SMD

SOI

SPWG

SRAM

TID

TRISMAC

Government Industry Data Exchange Program

Global Precipitation Measurement/Dual−frequency Precipitation Radar

Goddard Space Flight Center

hardness by design

Hot Solder Dip

International Symposium for Testing and Failure Analysis
Japan Aerospace Exploration Agency

Mitsubishi Electric Corporation

Micro Electromechanical System

Micro Electronics Workshop

Metal Oxide Semiconductor Field Effect Transistor

Mitsubishi Precision Company

Micro Processing Unit

National Aeronautics and Space Administration

NASA EEE Parts Assurance Group

NEC / Toshiba Space System

Particle Impact Noise Detection

point of load

Printed Wiring Board

Qualified Manufacturers List

Qualified Products List

qualification test

quasi－zenith satellite system

International Workshop on Radiation Effects on Semiconductor Devices for Space Application

Residual Gas Analysis

Restriction of Hazardous Substances

European Space Components Steering Board

Single Event Effects

Single Event Gate Rupture

Surface Mount Device

Silicon on Insulator

Space Parts Working Group

Static Random Access Memory

Total Ionizing Dose

Trilateral Safety ＆ Mission Assurance Conference

略語表（２／２）
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